
アル フ レッ ド ・シス レー 《森へ 行 く女 た ち》
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アル フレッ ド ・シス レー(1839-1899)の 《森

へ行 く女たち》(fig.1)は 早 い時期に日本 にもた ら

された。最初に《森へ行 く女たち》を所有 したのは、

塩原又策(1877-1955） で あ る1)。塩 原 は三共株

式会社(現 、第一三共株式会社)の 創業者 で、美

術愛好家 として日仏芸術社 を支援 していた。1924

(大 正13)年 に黒 田鵬心(1885－1967)が フ ラ ン

ス 人 画 商 エ ル マ ン ・デ ル ス ニ ス(Hermand

d'CElsnitz、生 没年不詳)と 一緒 に日仏芸術社 を設

立 した とき、塩原の好意により、事務所 を日本橋

室 町にあ った三共 ビル5階 に置 くことになった。

その一年後には 日仏芸術社の事務所 を同 ビルの6

階 に移 し、同階に日仏ギ ャラリーを開いた。そこ

でデルスニスは多 くの作品を販売 してお り、この

シスレーの作品 もその一点 として日本に もた らさ

れた。 日仏ギャラリーで展示 されていたこの作品

を塩原が購入 したのは、1925(大 正14)年 の こと2)。

塩 原は西洋絵画、骨董 ともに多数所有 していたと

考 えられているが、そのコレクシ ョンは戦後 しば

らくして会社 の経営状況が悪化 した ことにともな

い、散逸 して しまった。このシスレー作品は石橋

正二郎によって購入 され、1952年 に開館 したブリ

ヂス トン美術館 で公 開された。

シス レーが印象派の画家 として活動する以前の

作 品が 日本 にもたらされていたことは、フランス

人研究者にとっても驚 きだったに違いない。その

ことは、1958年 に石橋 コレクションを紹介 したベ

ルナール・ドリヴァルの発言か らも垣 間見 られる。

「[ブリヂス トン美術館]の 作品のおかげで、我々

はよくこの[印 象派の]運 動の精神 とその発展 の

経緯 とを理解出来るのであ った。印象派 とそれに
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アル フレッ ド ・シス レー 《森へ行 く女た ち》

1866年 、石橋財 団ブ リヂス トン美術館

先立つ写実主義の係累関係 は、二つの優 れた作 品、

即 ち、シス レーの 『村の道』 と、 ピサロの 『ブー

ジヴァルのセーヌ河』によって、はっき り知 るこ

とが出来 る。前者は印象派が ミレーやクールベ に

負 うところ甚だ多 きを示 し、後者 はコローの影響

の深 さを表す。大体1870年 以前 の印象派の作 品は

珍 しい ものなのだが、 この美術館 に於いて、この

二枚の、 しか も優秀な作品を見出 した ことは、ま

ことに仕合わせ なことと云 わな くてはならない」3)。

フ ォンテーヌブローの森

フォンテーヌブローの森の ガイ ドブ ックが初め

て刊行 されたのは1820年 。 その著者シャルル ・レ

マールは、本を販売す るために1794年 にパ リから

フォンテーヌブローにや って きて、1813年 に は宮

殿 の司書職 に就 いていた。このガイ ドブックは森

の ピトレスクな魅力を伝えるものだったが、中心

は宮殿の歴史や建築の説明にあった。つま りこの

ガイ ドブ ックでは宮殿が最大 の観光スポ ットとさ

れていた。それか ら十数年後、森その ものに注 目

するガイ ドブックが刊行 される。

1837年 に エティエ ンヌ ・ジャナ ンによるガイ ド

ブック『フォンテーヌブローの森での四つの散歩道』

が刊行 され、森のすばらしさが述べ られた。これ

より前に刊行 されていたガイ ドブ ックでは森のな

かの宮殿やその庭園に興味が向け られていたが、

ここで主役 となっているのは森その ものである。

このガイ ドブ ックでは、在野 の詩人ア レクシス ・

デュランの詩にインスピレーシ ョンを受けつつ、

フォンテーヌブローの森の歴史やピ トレス クな場

所 について言及 している。ジャナンによると、人の

手の加わっていないフォンテーヌブローの森に吹

く風、滝の音、小鳥のさえず り、カラスの鳴き声、羊

飼いの楽 しげな歌声 を楽 しむことがで きるという。

つま り、都市から訪れた人びとは、森 のなかで心

の安 らぎを得ることができるというわけである。

このガイ ドブ ックから影響 を受けた森の番人ク

ロー ド＝フランソワ ・ドゥヌクールは、1839年 に、

旅行者や芸術家のために、お薦めの景観 と名所 の

記 された森の地図を刊行 した。その地図は好評の

ために次々と版 を重ね、最終的には第18版 まで刊

行 された。版 を重ねるにつれ、地図には次々と新

たな情報が加 わった。1844年 版 の地図 にはバル ビ

ゾンやシャイイ、マルロッ トなどの村 もきちん と
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記 されるようにな り、1856年 版 の地図には鉄道の

線路 も通 っている。 フォンテーヌブローの森の周

囲にはい くつ もの村がある。北にはブロール、南

にはマルロッ ト、ルクローズ、モンティニー、西

にはシャイイ、バルビゾンなどがあ り、パ リ市民

は、週末になると、フォンテーヌブローの森 に近

いそれ らの村に滞在するようになった。

パ リに住 む画家 たちの間でも、すでに19世 紀 の

前半か ら、 フォンテーヌブローの森の美 しさが評

判になっていた。 この森で制作 を していたバルビ

ゾン派の画家たちは、1860年 代か ら1870年 代 にかけ

て、評価 を確立 しつつあ った。パ リでバル ビゾン

派の作品を見て感銘を受けた若い画家たちに とっ

て、 フォンテーヌブローの森は主要なモティーフ

となり、バルビゾン村 は聖地のような存在になった。

1860年 代 以降 になる と、 シス レー、ピエ ール＝

オーギュス ト・ル ノワール、クロー ド ・モネ、 フ

レデリック ・バ ジールなど、のちに印象派 と呼ば

れ るようになる若い画家たちが、バルビゾ ンやマ

ルロットな どフォンテーヌブローの森周辺へ頻繁

に足 を運ぶ ようになった。 この時期の彼 らの風景

画 には、バルビゾ ン派か らの影響が色濃 くあらわ

れている。彼 らが好 んで描いたのは、森やその周

囲の村 だった。固有色 を用いて描かれた木々は、

厚塗 りに仕上げられている。それぞれのモティー

フは明確 な輪郭線 をもって描かれ、安定 した構図

の中に配置されている。

彼 らのなかで も最初 にフォンテーヌブローの森

を訪れたのは、 シス レーだ と思われる。 イギ リス

人の両親 のもとに生まれたシス レーは、実業家 と

しての勉強 をするため、18歳 の ときにロン ドンに

送 られた。 ロンドンでは本来の学業 よりも、ター

ナーやカ ンス タブルなどのイギ リスの風景画に興

味を持つ ことになった。そ して1861年 にパ リに戻

る と、す ぐにフォンテーヌブローの森 を訪れた。

バルビゾンのガ ンヌの宿屋の宿泊帳には 「シス レ

ー
、22歳 」 と記されている。 この時期のバル ビゾ

ンには、 ミレーやル ソーによりすでに芸術家のコ

ロニーがで きてお り、シス レーはコローの作品に

深 く感銘 を受 けていた。1862年 、 スイス人画家 シ

ャルル ・グレールの主宰する画塾に入 ったシス レ

ーは
、そ こでモネ、ルノワール、バ ジールと知 り

合い、親交を深めた。彼 らは、パ リ郊外のフォン

テーヌブローの森を訪れ、森の周囲に位置す る小

さな村 シャイイ、バル ビゾン、マルロッ トの安価

な宿に泊 まり、戸外での風景画制作 に取 り組んだ。

同世代 の仲間たち とともに制作す ることで、新た

な方向性が生み出 された。 フォンテーヌブローの

森のすばらしさを仲 間たちに伝 えたのは、おそ ら

118 研究報告

くシス レーだったのだろう。1862年 も しくは1863

年 には、 シス レー とルノワールはフォンテーヌブ

ローの森を散策 し、風景画の習作 を描いた。

森の生活

《森へ行 く女たち》 に描かれているのは、 フォ

ンテーヌブローの森の南端、ロワン川沿いの小 さ

な村マルロッ トである4)。この村の魅力について、

ドゥヌクールの1855年 の案内書 には次の ように書

いてある。

「マ ルロッ トとい う小集落 は、バ ルビゾンと同

様 にフォンテーヌブローの森のはずれに隣接 して

いるが、 さらに絵 になる ような場所に位置 し、ア

プルモ ン渓谷 とブレオー低地に優 るとも劣 らぬ素

晴 らしい景観の隣にある。 ここもまた画家たちの

コロニー、毎年いっそう増大するコロニーになっ

ている。著名なお客がそ こに滞在の しる しを残 し

た ときに、すなわちバ ルビゾンにお けるように、

彼 らによってその仮宿、宿屋の名が上がった とき

に、われわれはバル ビゾンについて語ったように

マルロッ トについて語ろう。 しか し、画家たちの

宿屋 としては、マルロッ トはバ ルビゾンの高みに

達 していない。マルロッ トにはガンヌの家が ない

のだ。 さしあたりは、親愛 なる読者 よ、サ ッコー

の家 とアン トニーの家 をお教え しよう。ふたつの

内の より良い方 を選んでいただ きたい。私はと言

えば、この点に関 しては不完全な情報 しかないの

で、 どちらが良いかは知らない」。

マルロッ トにはサ ッコーの宿屋 とア ントニーの

宿屋があったが、芸術家たちを魅了 したのは後者

だった。1850年 頃 に小説家 アンリ ・ミュルジェが

マルロッ トを訪れた。 ミュルジェは、パ リのカル

ティエ ・ラタンの貧 しい芸術家たちの友情 と恋愛

をテーマに した小説 『ボエームの情景』 をち ょう

ど発表 したばか りだった （なお この小説はプッチ

ーニの歌劇 『ラ ・ボエーム』 の原作 である）
。 ミ

ュルジェが滞在 していた1850年 代 、マルロッ トに

は画家のジュール ・ブル トンや文学者のゴンクー

ル兄弟 も訪れていた。安価な宿屋であることが若

い芸術家たちを惹 きつける要因だった。アン トニ

ー親父の酒場兼宿屋は、のちに夫人であるアン ト

ニー小母 さんが経営することになる。 シス レー も

この宿屋 に宿泊 した ことがある。

1866年2月 、シス レーは、ルノワール とジュール・

ル ・クールとともにフォンテーヌブローの森で制

作 した。ル ・クールは1865年 にマルロッ トに家を

構 えてお り、この とき3人 はル ・クールの家に滞

在 したようである5)。



フォンテーヌブローの森で制作 した画家たちは

風景画 を手がけることも多かったが、シスレーの

《森へ行 く女たち》 には村 の生活の一場面が描 か

れている。画面中央に描かれた女性 たちは、 これ

か ら森に薪 を拾いに行 くところと考えられる。

この当時、フォンテーヌブローの森 は国王の領

地だった。12世 紀 の フィリップ二世がバ ・ブレオ

ーの森 を手に入れて自らの狩猟場 として、16世 紀

のフランソワ一世がフォンテーヌブローの森のな

かに宮殿 を整備 して以降、19世 紀 のナポレオ ン三

世 までの歴代の国王が宮殿 とその周囲の森 を管理

しつづけた。フォンテーヌブローの森は王家の管

理下 に置かれていたため、森のなか に許可な く立

ち入 り狩猟する者 は密猟者 として罰せ られる運命

にあった。密猟者を取 り締まるため、森の番人は、

肩か らラッパ をかけ、森のなかの見 まわ りをして

いた。基本的に森 は禁猟地だった。森の周囲に住

む人びとであって も、森のなかで狩猟 した り、森

の木を切 り倒 した り、許可な く森 を馬車で横切っ

た りしてはな らなかった。農民たちが利用す るこ

とが可能だったのは、村落共同体の共同地 となっ

ている一帯のみだった。

シャイイ＝アン＝ビエールに住む村人たちにフォ

ンテーヌ ブローの森 の利用 が許可 され たの は、

1665年 の ことだった。 この年に制定 された法律 に

よって、農民たちは、国王が用いるの とは異なる

入口か ら森 に入 り、そこで家畜 を放牧 し、薪を拾

うことが可能になった。 とはい うものの、森の完

全に自由な利用が認め られたわけではない。森で

の羊 と山羊の放牧、お よび、4月 なかばか ら6月 な

かばまでの放牧は禁止 されていた。森のなかで拾

って良いのは、枯れて乾燥 している小枝のみで、

6月 なかばか ら翌年4月 なかばにかけての時期 に限

られていた。 もちろんのこと、枝 を切 るために道

具 を用いてもいけなかった。

い ささか逆説的ではあるが、禁止 されていたと

いうことは、常 日頃この ようなことが行 われてい

たことを意味 しているのだろう。森の周囲に住 む

人びとに とって、森は彼 らの生活に不可欠 な存在

だった。そ してその ような農村の習慣 をシス レー

は描 きとめたのである。

1866年 の サ ロ ン

1860年 代 のシスレーは、同時代 の若い画家たち

と同 じように、サロン(官 展)へ の入選を 目指 し

てお り、1866年 のサ ロ ンに2点 の絵画 を出品 し、

初入選 を果た した。サロ ンのカタログにはシャル

ル ・グ レールの弟子 として登録、住所 はパ リのモ

ンセ通 り15番 地 になっている(こ こは両親が1866

年 か ら67年 まで暮 らしていた住所)。 カタログ番

号1785番 に 「森 へ 行 く女 た ち、 風 景(Femmes

allant　au　bois;paysage)」 、1786番 に 「マルロッ トの

道、フォンテーヌブロー近郊(Une　 rue　de　Marlotte;

environs　de　Fontainebleau)」 が 記載 されている。前

者 はブ リヂス トン美術館が所蔵 している 《森へ行

く女たち》であ り、後者 はアメリカのオルブライ

ト＝ノ ックス美術館 が所蔵 してい る 《マル ロッ ト

の村の道》(fig.2、1866年)で ある。

19世 紀 なかばはフランスの美術制度 にとって大

きな変化の時期である。1863年 には落選者展が開

催 され、エ ドゥアール ・マネの 《オランピア》が

物議 を醸 した。1866年 のサ ロンには、クールベ と

マネだけではな く、のちに 「印象派」 と呼ばれる

ことになる若い画家たちが作品 を出品 していた6)。

クールベは《女 とオウム》(メ トロポリタン美術館)

と 《プ レジール＝フォンテーヌの小川 にあ る鹿の

隠れ場》(オ ルセー美術館)を 、マネは 《笛吹 きの

少年》(オ ルセー美術館)と 《悲劇役者(ハ ム レッ

トに扮するルヴィエール)(ワ シ ントン、ナシ ョナ

ル ・ギ ャラリー)を 出品 した。 のちに 「印象派」

と呼ばれることになる若い画家たちも1866年 のサ

ロ ンへの挑戦 をしていた。シス レーは 《森へ行 く

女たち》 と 《マルロッ トの村 の道》、ポール ・セ

ザンヌは《アン トニー・ヴァラブ レークの肖像》(ワ

シ ントン、ナシ ョナル ・ギャラリー)を 含む作品

2点 、ルノワールは人物画 と風景画(い ず れ も現

存 せず)、 ベル ト・モ リゾは 《ノルマ ンディーの

藁葺 きの小屋》（個人蔵）と《ベルモ ンディエール》

(現存せず)、 モネは 《フォンテーヌブ ローの森》

と《緑衣のカミーユ》(ブ レーメン、クンス トハ レ)、

エ ドガー ・ドガは 《障害競 馬― 落馬 した騎手》、

バジールは魚の静物画 と 《ピアノを弾 く少女》(現

存せず)を サ ロンの審査 に送った。

fig.2

アル フ レ ッ ド・シス レ ー 《マ ル ロ ッ トの 村 の 道 》

1866年 、 オ ル ブ ラ イ ト＝ノ ッ クス 美 術 館
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この年のサロンで成功を収めたのは、《女とオウム》

と 《プレジール＝フォンテーヌの小川にある鹿の隠

れ場》の2点 が入選したクールベだった。反対にマネ

とセザンヌは落選に終わった。バジールとルノワー

ルは大作が落選 した代わ りに小 品は入選 したもの

の、このことに不満 を抱いた。モネ、モリゾ、ドガ、

シス レーは入選 を果 たしたが、彼 らの中で話題 と

なったのはモネの 《緑衣のカミーユ》だった。

若い画家たちのほ とん どは、1866年 以前 にすで

にサロンでの入選を果た してお り、シス レーのサ

ロンでのデ ビューは遅かった と言 える。サロンへ

の入選 を望んだシスレーが、バルビゾン派の作品

を連想 させる2作 品を出品 した ことには、い くつ

かの理由が挙 げられるだろ う。

ひ とつには、シス レー自身がバル ビゾン派の画

家たちを敬愛 していたことがある。1903年 にベル

ネーム＝ジュヌ画廊 での個展への序文 を寄せた批

評家ア ドルフ ・タヴェルニエは、 シス レーの1892

年 の 手紙 を紹介 してい る。「作品 にはいつ もお気

に入 りの箇所がある。それがコローや ヨンキン ト

の魅力のひとつになっている」「私の好 きな画家は

誰だろう?同 時代の画家 に限定するならば、 ドラ

クロワ、コロー、 ミレー、ルソー、クールベ とい

った巨匠たちになる。彼 らはみな自然 を愛 し、自

然を深 く感 じていた」7)とい った発言から、シスレ
ーがバルビゾン派の画家たちを好 んでいたことが

分かる。バルビゾン派の画家たちが1860年 代 以降、

評価 を確立するようになったことも見過ごすわけ

にはいかない。

もうひ とつには、この時期、バ ルビゾ ン派の画

家たちの評価が高 まっていたことがある。すでに

述べた通 り、バルビゾ ン派の画家たちは、1860年

代 から1870年 代 にかけて、評価を確立 しつつあっ

た。た とえばテオ ドール ・ルソーは1867年 の万 国

博 覧会の美術展 の審査委員 長に任命 され ていた

し、 ジャン＝フランソワ ・ミレーはパ ンテオ ンの

大壁画装飾 を国か ら依頼 されていた。同 じ1866年

のサロ ンにモネもフォンテーヌブローの森 を描い

た作品を出品 している。若手の画家たちにとって

バル ビゾン派の作品は 「手本」のひとつ になって

いたのであろう。

バルビゾン派か らの影響 を強 く感 じさせるシス

レーの 《森へ行 く女たち》は、1926（ 大正15） 年 に

日仏芸術社主催の「第五回仏蘭西現代美術展」に「村

の道(La　 route　du　village)」というタイ トルで出品さ

れた。同年に刊行 された 『日本美術大年鑑』には、

洋画家の前田寛治による展覧会評が掲載 された。

「シス レーの 『村 の道』 は外光派時代以前の ミ
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レに似た時代で年代 を繰 ると二十六七歳の頃の も

のである。一八六六年作、黒い屋根 の街 と五六の

小点影人物 とで出来ている」8)。

前 田は、 シス レーの作品に ミレーか らの影響 を

感 じ取った。興味深いことに、 この展覧会 にはジ

ヤン＝フランソワ ・ミレーの 《牛》 と題 されたパス

テル画が出品 されていた。実際に ミレーの作品が

展示 されていたことも、シスレーへの影響関係が

指摘 されるようになった理由のひ とつだろう。 こ

の ミレーのパステル画 は、現在ブリヂス トン美術

館が所蔵 している ミレーの油彩画 《乳 しぼ りの女》

(fig.3、1854-60年)と 同主題で、背景のみが異 な

っている(パ ステル画は現在所在不明)。 明治以降

日本に紹介 された ミレーは、敬虔 な農民の姿 を描

いた ことや、ロマ ン ・ロランによる伝記での 「額

に汗 して働 く」画家のイメージが流布 した ことに

よ り、啓蒙的な画家かつ作品 として受 け入れてい

だ9)。そ してこの ことは、 日本でシス レーの初期作

品が受け入れられる下地をつ くったと考えられる。

fig.3

ジ ャ ン＝フ ラ ン ソ ワ ・ミ レ ー 《乳 しぼ りの 女 》1854-60年 、

石 橋 財 団 ブ リヂ ス ト ン美 術 館
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